
      ◇ 西 田 祐 子 君 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員、登壇を願います。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 西田祐子でございます。一般質問させていただきます。 

 白老町の高齢化は、限界集落と言われる50％に限りなく近づいております。それに引きか

え、平成25年に町内の３中学校統合以来子供の数が激減しております。限りなく右肩下がり

に縮小する中、世帯構造や社会環境も変化し、単独世帯やひとり親世帯がふえています。家

庭生活の状況が多様化する中で、家庭や個人の努力のみでは健全な子供たちの育成には困

難な状況も見受けられます。こうした状況を踏まえ、子供たちや取り巻く町民が健やかで充

実した豊かな生活ができるようにすることが少子化対策の一歩ではないかと思い、質問さ

せていただきます。 

 １、少子化対策について。 

 （１）、出生数と出生率について。 

 ①、平成になってからの出生数と出生率の推移は。 

 ②、10年後、20年後に予測される出生数は。 

 ③、出生数減少の課題と対策、出生数の将来目標数値は。 

 （２）、子供を取り巻く環境と安全確保について。 

 ①、各保育園の入所状況及び課題と対策は。 

 ②、児童クラブの入所状況及び課題と対策は。 

 ③、幼児の登降園時や児童生徒の登下校時の安全管理対策は。 

 （３）、子供を対象にした民間活動について。 

 ①、町内で行われている活動団体数とその内容は。 

 ②、民間活動の課題と対策は。 

 ③、民間活動における町とのかかわりと助成制度についてお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 戸田町長。 

          〔町長 戸田安彦君登壇〕 

〇町長（戸田安彦君） 少子化対策についてのご質問であります。１項目めの出生数と出生

率についてであります。１点目の出生数と出生率の推移についてでありますが、平成元年の

出生数は住民基本台帳により178人、合計特殊出生率は人口動態系統特殊報告により1.5７

となっており、10年の出生数は173人、出生率は1.40、20年の出生数は94人、出生率は1.27、

令和元年の出生数は見込みで64人、出生率は現時点において公表されておりませんが、低下

するものと捉えております。 

 ２点目の１0年後、20年後に予測される出生数についてありますが、本町の人口減少は加

速度的に進んでおり、年少人口においても大きく減少するものと捉えております。平成30年

に公表された国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、年少人口が27年の1,475人に



対し、10年後の令和７年は863人、20年後の17年は519人まで減少し、出生数においても年少

人口の推移にあわせて減少していくものと想定しております。 

 ３点目の出生数減少の課題と対策、出生数の将来目標数値についてでありますが、出生数

の減少を抑制するためには長期的な視点に立った粘り強い対策が必要であると考えており

ます。このことから、子供を持つことを希望する誰もが安心して結婚、妊娠、出産できるよ

う、子育て環境づくりや子育て家庭への生活支援など切れ目ない支援に取り組み、現状の出

生数を将来にわたり維持していくよう努めてまいります。 

 ２項目めの子供を取り巻く環境と安全確保についてであります。１点目の各保育園の入

所状況及び課題と対策についてでありますが、12月１日現在の入所者数と入園率は、はまな

す保育園は46人で76.7％、民間の認定こども園は教育認定と保育認定を合わせ、海の子保育

園は47人で134.3％、小鳩保育園は69人で92.0％、さくら幼稚園は81人で70.4％、緑丘保育

園は67人で111.7％となっております。各園の課題としては、未満児を受け入れるための保

育士確保や保育以外の業務の増加などが挙げられ、労働環境の改善や保育士確保のための

取り組みを総合的に進めていくことが必要であると考えております。 

 ２点目の児童クラブの入所状況及び課題と対策についてでありますが、町内の放課後児

童クラブは５施設あり、12月１日現在の登録児童数は長期休業中のみ利用する児童も含め

て１年生から６年生まで160人、全児童数の31.5％であり、支援員及び補助員21名で対応し

ております。課題としては、年々利用児童数が増加していることから、現状より利用児童が

ふえる場合は支援員の不足が見込まれることや施設の狭隘化等が挙げられ、利用状況に応

じた人員配置や安全、安心に活動できる場所の確保等が必要であると考えております。 

 ３点目の幼児の登降園時や児童生徒の登下校時の安全管理対策についてでありますが、

保育園等の登降園時は園の中までは必ず保護者が付き添うようにしており、安全には留意

されているところであります。児童生徒の登下校時の安全管理対策については、地域住民や

保護者による見守り活動やウオーキングバス、教職員による定期的な街頭指導、教育委員会

による巡回等を行っております。今後もさまざまな関係機関と連携し、子供の安全確保に取

り組んでまいります。 

 ３項目めの子供を対象にした民間活動についてであります。１点目の町内で行われてい

る活動団体数とその内容についてでありますが、町で把握している活動としてスポーツ少

年団、演劇鑑賞関係団体、子ども食堂関係及び子育て、育児関係の活動団体があり、合計18

団体であります。 

 ２点目の民間活動の課題と対策についてでありますが、少子化によって地域ごとの活動

が難しく、統合により活動を継続していることから、活動場所への保護者の送迎や指導者の

高齢化による活動の縮小などが課題と捉えております。 

 ３点目の民間活動における町とのかかわりと助成制度についてでありますが、団体活動

においては、会費による運営には限りがあることから、町民活動団体への登録による施設使



用料金の減免やみんなの基金等の補助制度を活用していただくなどの対応を行っておりま

す。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 子供を取り巻く環境と安全についてであります。１項目めの出生数

と出生率につきまして、少子化対策についてのこれについては先般の同僚議員の質問で理

解していましたので、ここは抜かせていただいて、子供を取り巻く環境と安全対策について

お伺いいたします。はまなす保育園は時間外延長がないのですけれども、その理由と、また

時間外延長を望む声はないのか伺います。また、はまなす保育園は教育認定がないのですけ

れども、望む声がないのか、今後の対応を伺います。そしてまた、これについての町の考え

方もそうなのですけれども、要望がない理由も、もし要望がないのであったらその理由もお

伺いします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） はまなす保育園についてのご質問ですが、まず延長保育

についてです。はまなす保育園は、現在18時30分まで実施しております。その中で、お迎え

時間が大体18時過ぎぐらいまでには皆さん迎えに来ていただいているという状況でござい

まして、延長保育を望む声というのは今のところございません。それと、はまなす保育園は

保育所としての運営を今実施しておりますが、教育認定も含めた認定こども園化というこ

とのご質問だと思いますけれども、実際には保育をやる中でも教育的な様子を含めたこと

も保育の中で実施しておりまして、特に教育認定を望む声というところはございません。た

だ、今後認定区分が変わることによって、教育認定に預けたいというような、そういうご要

望がもし今後出てきたらということにはなりますけれども、そこも教育認定も実施できる

ようには今後検討していく必要性は出てくるのかとは捉えております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 次に、児童クラブについてお伺いいたします。４月にウポポイが開

設され、ウポポイ関連施設に若い人たちがこれから働くようになります。観光やサービス業

に携わる保護者がふえると思いますけれども、これから結婚や子育てをするときに小学校

低学年を預ける体制が必要だと思います。平成30年12月の厚生労働省の放課後児童クラブ

の実施状況調査で、放課後児童クラブと放課後子ども教室を一体化した事業を実施してい

るところは全国で4,913カ所、平日６時30分を越えて開所しているところは55.2％、長期休

暇などに開設しているところが54.1％だと言われております。町内で子育て等、定住しやす

い環境づくりをどのようにお考えなのかお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） 児童クラブの開所時間でございますけれども、現在平日



は18時まで実施しております。土曜日については17時まででございますけれども、やはり児

童クラブについては西田議員も今おっしゃられていたとおり、時間延長を望む声というの

は本町においてもあるところではございます。ただ、時間延長する場合は支援員の確保とか

勤務体制のやりくりが必要になってきますので、その実施ができるかどうかというのは今

後考えていきたいと思っております。また、延長の必要性などは保護者の就労状況によって

も違っておりまして、地域一律ではございませんので、その地域の実情も考慮しながら時間

延長等については、考えていきたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） この児童クラブは、保育園に行っているときはある程度の時間まで

預かってできるけれども、小学校１年生の壁というのがあって、子育てした方はみんなそう

だと思うのですけれども、それまで働けたのに１年生から３年生、４年生ぐらいまではなか

なか働けなくなってしまうという、そういう状態が続きます。１人の子供でなく２人、３人

といるとなおさらそういう状況が続くと。まして、土日祭日、これから白老町が観光のまち

としてやってくのであれば、そういうところの対応も必要だと思うのですけれども、その辺

については今後白老町はどのように考えられているのかお伺いします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） 児童クラブの時間延長以外の例えば休日の預かりについ

てのご質問でございます。まず今年度実施したニーズ調査で休日等の預かりについて設問

がございまして、希望されるという方はそのニーズ調査の結果では１割に満たないという

ところでございます。ただ、今後来年度開設されるウポポイなど、また休日に働いている方

も少数ではあるかもしれませんが、実際にいるということも考えますと、休日の子供の預か

りというのは考えていかなければいけないと思っております。ただ、実際に利用する方がど

のくらいいるのか、そこの見きわめはしっかりとして預かりの体制は検討していきたいと

考えてございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 私は、これはやっていかなければ白老町の人口はますます少なくな

って、近隣市町村に若い世代がとられてしまうのではないかなという危惧を抱いておりま

すので、ぜひこれは前向きに取り組んでいただきたいと思います。 

 次に、児童生徒の登下校時の安全管理対策についてお伺いいたします。平成17年11月、広

島県と12月、栃木県で小学校１年生の女児が下校途中で殺害された事件がありました。昨年

も小学校の帰りに殺害されて線路に投げ込まれた事件がありました。こういうような事件

を受けまして、警察庁と文部科学省でお互いに登下校の安全確保の観点から、へき地支援の

スクールバスに通学距離が短い児童生徒を同乗させる取り組みなどがなされています。ま



た、路線バスなどをスクールバスとして活用することについても検討するよう求めていま

す。白老町では平成25年４月から３中学校を統合し、北吉原の児童をスクールバスに乗車さ

せられないのかという質問に対しては、学校統廃合の補助金を受けているので、小学校は４

キロ以上でないとだめですという答弁だったのですけれども、今でもそれは変わらないの

でしょうか。実際にスクールバスの運営費は交付税措置されていると聞いておりますし、ス

クールバスにどの児童生徒を乗車させてよいのかだめなのかは、スクールバスなどの運行

協議会を経て、町が基準を定めていると前回も答弁で聞いたような気がいたします。スクー

ルバスの運行協議会は、この件について話し合いをされましたでしょうか。もし行われたの

であれば、その内容についてもお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

〇学校教育課長（鈴木徳子君） スクールバスの件ですので、私のほうでお答えしたいと思

います。 

 まず、スクールバスの運行協議会というものについては、開催はされてはおりませんが、

登下校の安全プログラムといって関係する方たちと協議する中で、スクールバスのこと以

外で登下校の安全対策についての協議等は昨年も行われてはおります。それから、スクール

バスの今のまちの考え方としては、平成25年の中学校の統合、それから平成28年の小学校の

統合、これに伴ってスクールバスがうちのまちは導入されたということがありまして、北吉

原地区のお子さんや、それから日の出地区のお子さんや、ほかに対象になりそうなお子さん

たちを現在は乗せずに走らせている状況ではあります。文部科学省、警察庁、それから国土

交通省からの通知の中にも一文加えられていたのは、地域の実態に応じて路線バスを活用

することも視野に入れてよいですとかという、スクールバス以外の規制を緩和しますとい

う部分で地域の実情を見ながらその辺については地域で対応していってほしいというとこ

ろで、スクールバスの今の北吉原の部分については、今後の中での安全確保等で検討が必要

だという部分は教育委員会としても認識はしているのですけれども、今の段階では具体的

にこうできるという部分の対策についてまではまだ現在決められないでいる状態です。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 児童生徒の登下校時の安全管理対策なのですけれども、これは前に

補助金の対象になっているので、だめですということだったのですけれども、実は中学校統

廃合から６年半経過しておりますよ。そうすると、スクールバスの補助金対象期間はたしか

５年だと思ったのですけれども、５年過ぎても返還しなければならないのでしょうか。私

は、これを文部科学省のほうに問い合わせしてみましたら、そこはそれぞれの町村の考え方

ですという答えをいただきましたので、私がもう少しわかるような答弁、ああ、そうなのか、

仕方がないなと思うような答弁をお願いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 



〇学校教育課長（鈴木徳子君） 申しわけありません。補助金の対象等の影響は特にないの

と、今４キロと定めている部分については文部科学省で示されている学校の適正規模、配置

のあり方の中で通学距離、小学校は４キロ、中学校は６キロと定めているところから、本町

の要綱においては４キロというところで定めさせていただいていたというところでお答え

させていただいたかと思いますので、この部分については西田議員のおっしゃるとおり、市

町村の判断によるものという部分で距離の設定等はできると教育委員会も認識しておりま

す。 

          〔「それでも変えないということ」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

〇学校教育課長（鈴木徳子君） 今の段階ではまだ変えると決めるには至ってはいないとい

うことになります。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 西田議員のほうから、町内の子供たちの登下校にかかわる安全確

保という視点でスクールバスの活用ということでご質問をいただきました。先ほど質問の

中にもございましたが、このことについてはことし９月の決算審査特別委員会において議

長からもご意見をいただいたところでございます。このときに、私は今後子供たちの安全確

保という点において検討する必要性があるのではないかというようなお答えをいたしまし

た。実際に９月の決算審査特別委員会が終わった後に、私は社台地区から虎杖地区まで４つ

の小学校の子供たちの通学の状況について自分なりに調査をいたしました。現状からいえ

ばかなりの子供たちが、北吉原の浜側の子供たちはおよそ2.3キロから2.5キロぐらい学校

から離れておりますけれども、町内的に見るとこうした通学距離に該当する子供たちがか

なりいるのだなということは実態として捉えたところでございます。したがいまして、今ご

質問いただいていますように、１つ本町として押さえなければいけないのは、このスクール

バスの導入はあくまでも学校の統合にかかわって導入をさせていただいたというところが

１つ基本になると思います。その上で、バスに余裕が出たときにそれ以外の地区の子供たち

も同乗できないのかというようなことでこれまでご質問をいただいておりましたが、全町

的に子供たちの安全を確保していくという視点で議論していくときには、現実としてスク

ールバス全てにおいて全ての子供たちを収容できるほどの余裕がないということと、あと

全体的には運行にかかわってまだまだこれからいろんな調整をしなければ、今の状況では

すぐこの一、二年で子供たちを乗せるという状況はなかなか難しいと。ですから、判断基準

を今後検討していくことも含めて、バスの活用については引き続き検討してまいりたいと

考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 私は、登下校時の安全管理ということに対しては、北吉原ばかりで



はなくてあらゆるところでこれから必要になってくるのかなと思っております。特に白老

町においては今後観光客が年間100万人以上来ると。ということは外国人も来るわけです。

知らない人がいっぱい来るわけです。そういうまちの中で本当に児童の安心、安全な登下校

というものをきちんと考えていかなければならないので、私はできれば早急にやっていた

だきたいなと思います。そのことについてだけはぜひとも強く言わせていただきたいと思

います。 

 次に、子供を対象にした民間活動についてお伺いいたします。コミュニティカフェミナパ

チセ、まるまる育児教室などを開催しておりますけれども、この団体活動の内容とどのよう

な評価をされているのか伺います。また、しらおい親と子の劇場の団体活動の内容とどのよ

うな評価をされているのかお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） ミナパチセで実施されておりますまるまる育児について

ですが、この育児教室は育児に悩んでいるお母さんたちの不安や負担を解消したいという

ことで、町内にお住まいの助産師がミナパチセの場所を借りて実施しているものでござい

ます。月１回程度は開催しているようです。毎回数名のお母さんたちも参加されているとい

うことです。この助産師の最初の実施の目的、育児不安や負担の解消ということで、そうい

うことが目的でございますので、実施することによってそういう不安解消にもつながって

いるのかなとまちのほうとしても押さえをしております。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 私のほうから演劇鑑賞の団体の親と子の劇場のほうのご説

明をさせていただきたいと思います。 

 子供たちにすぐれた演劇鑑賞の機会を提供するということで、子供も大人の方も月1,000

円の会費を徴収しまして、主に白老のコミセンを会場に演劇鑑賞事業を実施しております。

ここ数年は子供の数も減ってきているということで、団体の構成数も減ってきていること

から、みんなの基金のほうを隔年で利用して演劇鑑賞事業を実施している状況でございま

す。 

 活動の内容としては、生涯学習課で今単独で演劇鑑賞事業を実施しているというような

部分ではございませんので、この団体がやられている活動については子供たちにすぐれた

演劇を見せるという観点からも高く評価しているところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） ミナパチセは、まるまる育児教室などで子育てに悩んでいるお母さ

んたちが月１回やられているということなのですけれども、これは保健師とか、そういうよ

うなきちんとした悩み相談に答えてくれるような人たちが行っているのでしょうか、それ

とも全然関係なくやっているのでしょうか。その辺の内容が全然わからないのと、そしてこ



れをどのように白老町では評価して、今後これをこのままずっと続けていくのか、どうする

のか、その辺の考えを聞かせてください。 

 それと、親と子の劇場なのですけれども、昨年度の活動は鑑賞例会が３回、演劇とかいろ

いろなパフォーマンスを見る機会です。それから、ハロウィンとか、餅つきとか、遊びの会

などの自主活動が９回、ブロックサークルが16回、若いお母さん中心に精力的に活動されて

いるのですけれども、現在52名の会員で、総会資料の中でこんなことを書いているのです。

会員もふえず、このままでは鑑賞例会どころか劇場の存続も難しいと運営委員会でも話し

合いました。生の舞台を近くで感じ、いろいろな活動の中で変化、成長していくことを願い、

大人も一緒に考え、育っていく会はほかにはない。細々でも続けていけるようにしたいとい

う声がありました。このように子供の数が激減しており、運営が非常に厳しいものになって

いると、このままではそう遠くない時期に解散、消滅してしまうのかなと。まちとしてこの

ような団体に対してどのような支援を考えていくのですか。今のような状態でみんなの基

金を使ったりとか、そういう状況でやってけるのかどうなのか。そうしたら、もしそのまま

だったら本当に白老のまちの中で子供劇場が言っている生の舞台を近くで感じ、見る機会

も失われてしまうと。つまり一つの大きな文化活動が消えてしまうのではないかと思うの

です。活動は確かに子供のためのものだけれども、子供心をわくわくさせてくれる、そうい

う活動がまた１つ減ってしまうと。子育てする環境で本当にいいのだろうか、これでと私は

感じるのですけれども、その辺をお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） まるまる育児についてのご質問ですが、この育児教室は

助産師が単独でやられているということで、町内にお住まいの助産師がやられているとい

うことで、保健師がかかわりというか、見学をしに行ったりということはあるのですけれど

も、直接その事業に参加するということはございません。今後についてですが、ことし７月

に開設しました子育て世代包括支援センター、この事業の中で両親教室というものを実施

しております。町内の各地区で年数回、同じように育児教室というものも実施しております

ので、今後はこのセンターでやっている育児教室と今その助産師がやられているまるまる

育児とうまくつなぎ合わせながら実施できればいいと考えてございます。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 演劇鑑賞の事業の関係につきましては、子供を対象とした

団体全てに言えることは、今子供の数が減ってきているので、団体も淘汰されてきたり、団

体もどんどん、どんどん減ってきているような状態にあります。その中にありまして、特に

演劇鑑賞の機会というのは我々の部分でも家庭教育の部分で考えていくと、なかなか手が

届きにくいというか、そういう分野での活動だったのかなと思います。現状で支援できる方

法で継続できるのであれば、そのまま継続していくというのは１つにはあるかと思うので

すけれども、今後こういう子供向けの演劇鑑賞は、今小学校も小学校区では実施しているの



ですけれども、各小学校ごとにできているかといったら、そういう部分でもありません。こ

ういう部分を残していくためには、教育委員会の中でも主体としてそういう事業を支援し

ていけるような最低限の予算を確保する必要があると考えてございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） ミナパチセのほうは、白老町でも新しくやるから、それと連携して

いくと言っていましたけれども、私は民間でやっているところも、町がやるからいいという

わけではないのです。民間でやるところは民間でやるところの温かさがあるので、そういう

ところはぜひ大事にしていってほしいなと思います。また、子供劇場に対しても、ぜひ予算

を確保して、何とか続けていけるように。また、子供たちのいろいろな団体も、以前白老町

が財政難になったときにいろんな補助も打ち切られたりとか、また使用料が値上がりした

りとか、いろいろなことがありましたよね、子供の部分ももう一度見直して考えていただけ

ればと思います。どうでしょうか。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 親と子の劇場の今後のあり方に対して、行政としての支援はどう

するのだという多分ご質問だと思います。課長のほうからも答弁がございましたけれども、

この団体に限らず、人口減少の中でさまざまな団体が規模が縮小されてきております。です

から、そういったもの全てに行政が手厚く支援していくことはなかなか現実的には厳しい

だろうと思いますけれども、それぞれの団体の持つ特質や性格といいますか、持っている価

値感といいますか、そういったものも統合したり、あるいは回数的には最盛期に比べればそ

れを維持していくことは難しいかもしれませんけれども、一つ一つの回の質を高めていく

とか、そういうような手だてを打ちながら、行政としても限界はございますけれども、特に

少子化対策という意味合いから、この親と子の劇場に関しては非常に存在価値が高いとい

いますか、意義があるのではないかなと私も理解しておりますので、お互いにこれから連携

をとりながら、少しでも充実した活動になるように取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 次に、子供を対象にした民間活動の中で白老ふれあい食堂ウタルが

あります。子供たちに無料で食事と学びの場を提供していますが、この団体活動をどのよう

に評価されているのか。また、白老町の子供の貧困率はどのようになっているのかお伺いい

たします。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） 白老ふれあい食堂につきましては、子供だけではなく地

域の大人も参加してということでありますが、栄養のバランスのとれた食事を提供したり、



また居場所を提供するということを実施しております。子供については、これらの場所の利

用を通して健やかな成長を促していると捉えてございます。 

 あと、貧困率につきましては、本町においてははっきりとした数値は出してはございませ

んので、通常就学援助を受けている子供の率とか、あと保育園のひとり親の軽減措置を受け

ている人数などによって受けてございます。就学援助の率は、はっきり今詳しい数字は押さ

えてはいないのですが、恐らく25％前後なのかなとは捉えてございます。 

〇議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

〇学校教育課長（鈴木徳子君） 今就学援助の率ということでお話があったので、今年度で

いくと現在25％ぐらいで、大体例年３月ぐらいにかけて申請等がふえていく場合がありま

すので、25から28％ぐらいの中でこの二、三年は推移しているようになっております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 白老ふれあい食堂ウタルについてなのですけれども、子どもの貧困

対策の推進に関する法律には地域における学習支援などが盛り込まれておりますが、子供

の貧困の現状は保育園や学校などを通して学校教育課が把握していらっしゃると思いま

す。今も答弁いただきました。子供の居場所づくりとして子ども食堂や学習支援を行ってお

りますけれども、生活困窮者の子供の貧困に資する対策ではないかなと、また学力の原点に

もなるのではないかなと思っております。12月の今月の広報げんきで、白老ふれあい食堂ウ

タルでは小中学生に英語を教えてくれる方を募集していましたけれども、地域における学

習支援を町としてはどのように考え、対応されるつもりなのかお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 一昨年からふれあい食堂開設についての相談ですとか、み

んなの基金の相談を受けた経緯から、私のほうからお話しさせていただきたいと思います。 

 確かに貧困だとかそういう部分で、子ども食堂自体が貧困と見られるのかなとは思うの

ですけれども、学校の部分でいきますと学校のほうは義務教育を受けさせる義務という範

疇の中でやっていますので、このウタルの食堂の取り組み自体が学校教育の全般にかかわ

るものではないのかなとは感じております。ただ、私も先日実際にウタルの食堂の中を見て

きましたが、確かに子供が無料で食事をされている方が10名弱いらっしゃって、あと地域の

方が30名ぐらいて、その施設の中で満杯になって、次から次へと利用者がいらっしゃってい

た状態。そこの施設長さんが音楽を奏でたりですとか、学習を指導したりですとか、その活

動の中の印象、私のほうが受け取りましたのは、どちらかというと学校教育とか生涯学習の

部分でなくて、大きな意味ではコミュニティなのかなという感じで押さえております。た

だ、その中で私どももみんなの基金の相談を受けたときに食材を提供する部分での相談だ

ったので、それは補助金は受けられませんというお話はしているのですが、内容的にはそれ

以外の部分でかなりの活動をされております。ですから、そういう部分で我々の補助制度が



使えるかですとか、あとほかの部分で支援できるところがあるのか。恐らくですけれども、

最初の活動を進めていたボランティアの方々以外にもそういうのに共感して食材を提供し

たりですとか、いろんな支援の申し出をしている人がたくさんいらっしゃいますので、我々

としては、特に生涯学習課としてはそういう声を聞き漏らさないようにして、どういうとこ

ろにつなげていけばいいのかなという部分で一義的には対応していきたいなと考えてござ

います。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 今地域における子供たちの学習支援についてご質問をいただきま

した。まず、教育委員会の立ち位置として、まずは学校の中において子供たちの居場所をつ

くり、そして日々の教育活動で子供たちの学習支援をしっかり行っていくというところを

まず中核に置きたいと思っております。その上で地域における支援活動ということでござ

いますけれども、現実からいえば、まだここには具体的な場面というのは設定できておりま

せん。ただ、１つ情報としてというか、実態としてですけれども、現在北海道のほうの委託

を受けてＮＰＯ法人が実際にこうした生活困窮者を対象とした学習支援を行っておりま

す。現在小学生１名と中学生３名が算数、数学、英語、この３教科について学習支援を受け

ておりますので、こういった北海道の委託事業とも今後情報共有しながら、どのようにして

その支援をしていくかということについては考えてまいりたいと思っております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 平成30年６月、厚生労働省のほうから、子ども食堂の活動に関する

連携・協力の推進及び子ども食堂の運営上留意すべき事項の周知についてということで通

知が出ています。子ども食堂に対する関心が薄く、学校、教育委員会の協力が得られないと

いった課題を抱えている地域もあるとの指摘があります。また、食品安全管理に関して、食

中毒防止のための協力を得て安心感を醸成することが課題であるとの指摘もあります。こ

のように言っております。このような厚生労働省からの要請について、当然白老町のほうに

も通知が来ていると思うのですけれども、こういうような観点から子ども食堂に対してど

のような対策を講じられるお考えなのかお伺いしたいと思います。教育委員会ばかりでは

なくて、食品安全管理のことから、それからそこでボランティアで働いている人方、料理を

つくっている方々、いろいろ教えている方々、先日は歌を歌って、ギターを弾いて、ピアノ

を弾いてくれて、そういうボランティアをやってくださる方々、その人たちに事故があった

ときのための保険に加入するべきだということもここで申しているのです。それについて

どのようにお考えかお伺いします。 

〇議長（松田謙吾君） 暫時休憩いたします。 

          休憩 午後 ０時００分 

                                         



          再開 午後 １時００分 

〇議長（松田謙吾君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 私のほうで先ほどのご質問にお答えしたいと思います。 

 子ども食堂にかかわる厚生労働省の通知に対して具体的にどのような対策をとるのかと

いうようなご質問であったかと思います。結論から申し上げますと、具体的な対策の中身に

ついてはまだ十分に庁舎内で検討するには至っておりません。本町の子ども食堂は昨年の

夏に立ち上がりまして、１年半ぐらいたっております。そういった中で、運営しながらさま

ざまな課題が出てきているのだろうと思いますので、そういった課題も含めて、子ども食堂

の持つ意味合い、存在、これはあくまでも子供の居場所づくりということを切り口にしなが

ら、現実としてはそこに多くの高齢者の方や地域の方が集うという、そういう地域づくりに

もつながっている活動でありますので、単に一つのどこかの部局がこの対策をつくるとい

うことではなくて、非常に奥の深い幅の広い活動だと思いますので、さまざまな課が連携を

とりながら、この具体的な中身の支援をしてまいりたいと考えています。そして、何よりも

この立ち上げにいろいろご苦労いただいたボランティアの方々の思いをしっかりと受けと

めながら、子供たちや、あるいは地域の皆さん方が安心して楽しみにできるような、そうい

うような子ども食堂にしてまいりたいと考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 教育長から総括的なような答弁をいただきましたけれども、私も子

ども食堂というものはやはり庁内で横断的な組織をつくって取り組まなければいけないと

ころかなと思っておりますので、今後の新しい新年度予算の中で組織づくりをぜひしてい

っていただきたいなと思っております。 

 それと、子供の居場所づくりとして道内では57市町村、127カ所運営していると北海道の

ホームページでは書かれております。胆振管内では12カ所、多くの自治体で財政支援を行っ

ております。北海道のほうにも子供の居場所づくりに対する財政支援の一覧というのが、こ

としの４月です。北海道のほうの予算では地域づくり総合交付金ということで42億5,000万

円の補助金が、支援対象が市町村、指定都市及び中核都市を除くとなっていますので、ほと

んど小さな市町村が支援対象となっていると。共生型地域福祉拠点整備促進事業と健全育

成促進整備事業、これの補助率が２分の１となっておりますけれども、この助成金について

白老町としてはどのようにご理解されていますか。これは子ども食堂の居場所づくりに対

する、子ども食堂とは限らないけれども、子供の居場所づくりに対しての北海道の補助金の

要綱だと思うのです。これに対してどう思うのかということで、またここの中でそれぞれの

市町村が出している補助金なんかも出ています。恵庭市は640万円、市内で子ども食堂を実

施するＮＰＯとか、石狩市も170万円、やっぱりそのような団体に出しています。胆振管内



でも室蘭市が１カ所、約30万円、洞爺湖町は500万円出しております。昨年度白老町のほう

に、白老ふれあい食堂ウタルのほうで子供たちの年間食費、経費３万4,000円くらい補助し

ていただけませんかとお願いしたけれども、却下されたという経緯があると伺っておりま

す。こういう中で、白老町ではこういうような補助金制度があるのですけれども、これは全

く使えないものなのかどうなのか、その辺を１つお伺いいたします。 

 それと、もう一つです。子供たちの居場所づくりということで、食事が終わった後みんな

子供たちが学習しているのですけれども、午後１時から３時までの間、月に２回やっている

のですけれども、そこの中に小学校から中学校、高校１年生の子までいると聞いておりま

す。この子供たちが通ってくる一番の理由というのは、やはり学力が低い。それともう一つ、

中学生、高校生が通ってくるのは上の学校に行きたい。そこで、塾に通うお金がないので、

前までは苫小牧市に通っていたというのですけれども、白老町にそういう場所ができたの

で、白老町に通ってきていると。ウタルを運営されている方がおっしゃるには、白老町の中

で白老のまちの子供たちしか今のところこういう恩恵を受けることができないと、社台か

ら虎杖浜までの広域の子供たちもぜひこういう環境の中でお互いに触れ合って成長してい

ってほしいのだと、そのためにもぜひ子供たちを輸送する手段、そういうものが欲しいと。

そのための助成も欲しいし、またできることであれば、元気号バスとかありますよね、そう

いうようなバスで通う子供たちが無料でバスに乗れる仕組みをつくるとか、白老町内だけ

でなくて社台から虎杖浜までの子供たちにも同じようなこういう楽しみの場をつくってあ

げられたらいいなということをおっしゃっていましたけれども、この２つについてご質問

させていただきます。これで最後の質問としますので、それなりの立場の方が最終的な答弁

をしていただければありがたいなと思っております。 

〇議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） １点目の補助の部分について私のほうから若干答弁させていた

だきたいと思います。 

 町民全体の町民活動という捉えの中で、子ども食堂の件ばかりではなくて、町民全体の町

民活動に対する補助という考え方でお話しさせていただきますと、今さまざまな補助の中

で町民活動に資する部分が少ない部分もあるかと思いますので、先ほど西田議員のお話に

あったような低額のものでも活用できるように今まさに検討を始めたところいうところ

で、まだまだ制度設計には至っておりませんが、先ほど教育長の答弁にもありましたよう

に、一つの課といいますか、組織だけではなく横断的な取り組みの中で町としてどういった

取り組みができるのか、町民活動を活性化できるような取り組みがどうやったらうまくい

くのかということも含めてこれから協議を進めて、制度設計に向けて進んでまいりたいと

考えてございます。 

〇議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） まず、居場所づくりにつきましてですが、今回のウタル



補助につきましては、貧困家庭に限らずということで広く子供たちが集まる場所というこ

とで事業を実施しております。そういうことで補助に対しては昨年は実施はしなかったの

ですけれども、今後子供の居場所づくり全体のあり方を考えて、その補助についての必要性

を検討していきたいとは考えてございます。また、学習支援につきましても、先ほど教育長

のほうからもお話がありましたけれども、今北海道のほうでやっている学習支援事業がご

ざいます。これは、送迎を利用してその場所に送り届けたりとかしているのですが、今後全

町的に社台から虎杖浜までのお子さんを対象にして実施できるかどうか、そこら辺も検討

していきたいなというところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

〇副町長（古俣博之君） それでは、総括になるかどうかはわかりませんけれども、今まで

の西田議員の質問を受けまして答弁をさせていただきたいと思います。 

 るるご質問がある中で、次世代の子供たちの成長を保障していくということは、これは大

変大事なことだし、行政としても大きくかかわっていかなければならないことだというこ

とは認識をしております。これまでも子育て支援についてはさまざまな形で、町としまして

はまだまだ抜けている部分が、今ご指摘があった部分のようなこともありますけれども、子

育て支援については一定限の方向性を持ちながら予算づけも行って実施させてもらってき

た。そういうところもあります。そういう中で、今回の一つの例として育児教室を開いてい

るミナパチセや、それから親と子供の劇場、それから子ども食堂、そういうことの実例を挙

げて西田議員のほうからご指摘をいただきましたけれども、これまで本町で行われている

というか、実施してきている子育て支援との関係性や、それから今挙げられたそれぞれの実

践の例をどのようにして目的、そして事業の効果等々も含めて行政としてその支援をでき

るかどうか。それは、先ほど教育長も答弁されたように、十分に中身を精査する中で今後の

あり方を決めていかなければ前には進んでいかないのだろうなと思っておりますので、西

田議員からるるありましたことについては、企画課長からもありましたように、制度的なと

いうか、補助金の関係の検討もやりながら、皆さんが本当に子育て支援に十分かかわってい

けるような、そういう体制づくりをしていきたいと思います。 

 ただ、もう一つ申し上げたいのは、行政のみだけではなかなか進まない部分というのはた

くさんあります。そういう中で、やっぱり民間のこういう方々の頑張りといいますか、援助

も本当に行政としては欲しいところでございますから、そういうところも大事にしながら

の連携をとりながら、しっかりと前向きに検討を図ってまいりたいと思います。 

          〔「42億5,000万円のお金は、道のほうの補助については知ってい 

            るの、知らないの」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 地域づくり総合交付金の関係でございます。この地域づくり総

合交付金はさまざまな用途に使われているというのはご承知のことかと思いますけれど



も、要綱の中で下限が50万円であるということになっていますので、基本的には該当しない

のかなとは、先ほどの金額の部分でいいますとなるのかなというところが…… 

          〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇企画課長（工藤智寿君） 下限の部分は50万円以上ということで、事業費が100万円以上

であることが必要で、そういうような中身になっているということでございます。 

          〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 済みません、地域づくり総合交付金、本町の予算でいいますと

さまざまな用途、防災の関係ですとか、本当に地域のための北海道の補助ということで押さ

えております。この場で総額が本町として幾らというのは、今手元にありませんので、後ほ

どまたお話しさせていただきたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） ２項目め白老町の文化・芸術活動について質問させていただきます。 

 （１）、町民が培ってきた活動について。 

 ①、町内の団体数及び現状と対策は。 

 ②、今後の活動の方向性は。 

 （２）、2020年ウポポイ開設に関して。 

 ①、町内で行われている活動団体とその内容は。 

 ②、町がかかわってきた活動内容と課題は。 

 ③、今後の文化・芸術活動の考え方についてお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

          〔教育長 安藤尚志君登壇〕 

〇教育長（安藤尚志君） 白老町の文化、芸術活動についてのご質問であります。１項目め

の町民が培ってきた活動についてであります。１点目の町内の団体数及び現状と対策と２

点目の今後の活動の方向性については関連がありますので、一括してお答えいたします。平

成31年４月現在の町民活動団体数は102団体であります。本町における人口減少の影響か

ら、団体数及び会員数は減少しております。教育委員会としましては、団体活動の規模が減

少する中でも芸術、文化に触れる機会を維持していくことが重要であると考えており、文化

団体連絡協議会を初めとする関係団体との連携を強化してまいります。 

 ２項目めの2020年ウポポイ開設に関してについてであります。１点目の町内で行われる

団体活動とその内容についてでありますが、アイヌ文様刺しゅう関係が４団体、舞踊が１団

体、アイヌ語教室関係で１団体、地元芸術家による活動団体が１団体となっております。主

な活動内容については、アイヌ文化の伝承に加え、ウポポイ開設に向けた機運醸成に係る各

種活動に参加していただいているところであります。 



 ２点目の町がかかわってきた活動内容と課題と３点目の今後の文化、芸術活動の考え方

については関連がありますので、一括してお答えいたします。教育委員会としましては、仙

台藩白老元陣屋資料館での共催事業の開催や地元芸術家とアイヌ文化が融合する文化伝承

普及事業の実施にかかわってきたところであります。これらの事業実施により入館者の増

加を得るなど一定限の成果を上げておりますので、事業の継続及び新たな企画を催すなど、

引き続き関係団体との連携を強化していく考えであります。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 町民が培ってきた文化、芸術についてお伺いいたします。白老町の

第５次総合計画の中で施策目標と施策に対する課題、背景があると思いますけれども、ここ

の中で町民が豊かな心を持って潤いある生活を送るため、町民の芸術、文化に触れる機会の

充実や自主活動を促進します。課題、背景としては、価値感の多様化が進む中、多種多様な

質の高い芸術、文化へのニーズが高まっており、民間団体と連携した魅力的な事業の展開や

推進体制づくりが求められますと、このように第５次総合計画の中では書いているのです

けれども、今まで具体的にどのような団体と連携をし、施策としてどのような事業を展開

し、文化、芸術活動を進めてきたのかお伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 第５次総合計画の中で西田議員がご説明いただきたいよう

なさまざまな活動を目的に動いてきたわけでございますけれども、１番の部分につきまし

ては、まず現状を言いますと教育委員会の生涯学習部門では社会教育主事を置かないとい

うことと、社会教育の事業関係は委託しておりますので、主にその団体、それから文化団体

連絡協議会、あと最近でいきますと地元の芸術団体等の関係と連携した中でよりよい芸術、

文化を提供するような活動を展開してきたところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 委託している事業というのはどういうようなものが主に多いのでし

ょうか。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 社会教育の事業の委託関係でいきますと、生涯学習で進め

るべき青少年教育関係、成人教育、芸術、文化の活動の推進に関する事業、団体としては

「蔵」への委託事業となっております。もう一点としましては、今回地方創生の交付金を活

用してプロポーザルで文化伝承の事業を委託しております。そちらの部分につきましては、

地元のどちらかというとプロの芸術家とアイヌ文化が融合した中で、今飛生の奥のほうで

やられているイベントのほか、多種多様な事業を町内で展開していただきたいということ

で事業を展開してございます。 



〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 去年たしか飛生の芸術祭が10周年ということで大規模にあるという

ことだったのですけれども、地震の影響でそれが中止になって、それが今年度に繰り越され

て、春のときから白老町内で、いろんな若い方が来ていろいろ事業展開していたなと思うの

です。そのときに私が一番感じたのは、私の思っていた芸術とこの人たちの言っている芸術

は違うなと正直言って思いました。ただ、国のほうでも新たな芸術というか、創作活動とい

うものを掘り起こしていくべきだという考え方なのです。私は、そういったところもやっぱ

り伸ばしていってほしいなと思います。 

 もう一つ、白老町は人口減少の影響で団体会員数が減ってきたと先ほど答弁でおっしゃ

っていました。人口減少の影響から、本当にそれだけが原因なのでしょうか。どのように分

析されているのか。本当に人口減少だけが原因で団体活動の数とか会員数が減ってきてい

るのか。その反面、地域の公民館とか生活館などどこも利用せずに自宅でサークル的に活動

しているグループなどが最近よく見られます。自宅とかいろんなところでです。公の施設以

外のところで、そういうような方々をどのように把握していらっしゃいますか。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） まず、活動団体の減というところで１答目でお答えしてい

る部分につきましては、町民活動団体が団体数として、先ほどの１答目の答弁にあります

が、102団体です。10年前までさかのぼりますとまちづくり活動団体が410団体くらいありま

すので、この10年近くで300ほどの団体が統合したりやめられたりということになります。

これは、文化団体ではなくてまちづくりの活動団体の数です。もう一つは、それにあわせて

白老町の文化団体連絡協議会の会員数なのですけれども、今年度、平成31年度スタート時点

では32の連盟がありまして、45団体、数としては845人です。５年前までさかのぼらせてい

ただきます。平成27年度現在での文化団体連絡協議会での連盟数が36連盟、連携の数として

は４連盟減しております。団体数が57団体ございましたので、12団体、５年間で減っており

ます。それから、会員数ですが、1,123名、５年前と比較して278名減しております。こちら

の部分については、文化団体の加盟している方々も人口減だけではなくて、あわせて高齢化

というような影響でどんどん、どんどん、若い人たちが入ってこないというところで活動が

減少していっているのかなと分析してございます。あと、個人的に地元でサークルだとか、

そういう活動をされている団体等もおります。ただ、我々としては、今のところまちづくり

の活動団体ですとか文化団体連絡協議会に加盟している団体さん以外の詳細のところまで

の地域で活動しているサークルまでは押さえていないのが現状でございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 10年前に410団体、まちづくり活動団体がありましたと。そして、



文化団体連絡協議会においても随分数が減っているなと思います。今までの団体の慣例や

規則などが時代に合わなくなってきているものもあるのではないかなと、見直しも行って

いるのかどうなのか、１つお伺いします。 

 それと、公民館とかコミュニティセンター、財政改革の折に使用料の値上げなどもありま

した。そういうような中で随分活動団体も、使用料が減免だったところがふえてきたという

ことで大変だという話も以前ありました。本当に小さな団体からはそういう悲鳴にも似た

ような声も届いていました。先日の質問の中で白老町の財政も好転してきているようなの

で、この使用料なんかについてももとに戻すようなお考えがあるかどうかお伺いいたしま

す。 

〇議長（松田謙吾君） 大黒財政課長。 

〇財政課長（大黒克已君） 使用料の見直し等につきましては、おおむね３年に１度という

ことで見直しを行ってきております。使用料の設定に当たっては、かかる経費と、それから

使用率だったり、そういうものを勘案しながらやっておりますけれども、現在その辺につき

ましては適正な価格と考えておりますので、現在のところ見直す考えはございません。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） これら団体の活動が時代にだんだんそぐわなくなってきて

いるのではないかというところの見直しの考え方についてでございますが、社会教育の中

期計画が今年度で５カ年の計画が終了するので、次年度から新たな計画を立ち上げていこ

うかなと思っております。その中では、今の団体活動が全て同じような形で経過すればいい

なというような部分の予測はちょっと厳しいですので、この時代に合った団体活動ですと

か、関係する文化団体連絡協議会を中心として、先ほどの質問にもありましたとおり、地域

のサークル的な団体等も掘り起こしが当然必要になってくるのではないかなと思っており

ますので、それに向けては随時考え方を改めていく予定でございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） ここの部分では、町民活動センターというのは白老町でつくってお

りますし、そういうところも含めて活動していくような形にしていってほしいなと思って

おります。町民が培ってきた文化、芸術というものに対して、もう少し白老町としても文化、

芸術に対しての考え方を町民の方々に理解していただく施策が必要なのかなと思っていま

す。文化庁が平成26年６月に施行した文化芸術基本法というのがあります。そこの中で、今

までの文化そのものの考え方というか、芸術の考え方のほかに観光とかまちづくり、国際交

流、福祉、教育、産業など文化、芸術に関連する分野の施策も含まれております。さらに、

文化、芸術団体の果たす役割とか、また高齢者及び障がい者などの創造的活動への支援など

が明記されました。また、国においても文部科学省、内閣府、総務省、外務省、厚生労働省、

農林水産省、経済産業省、国土交通省による文化芸術推進会議を設けております。今後は、



この改正趣旨を踏まえてあらゆる団体と幅広い施策を推進していかなければならないと。

これらの文化芸術基本法が施行されて２年半たちましたけれども、食文化の振興とか、芸術

祭の開催支援、また高齢者とか障がい者への創造的活動への支援などの新たな取り組みは

考えていますでしょうか、お伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） いろんな分野での活動がありまして、その中で芸術、文化

というところの考え方からまずお答えしたいと思うのですけれども、芸術、文化、今我々が

公共的な部分で予算をつけて活動している部分につきましては、まず町民が活動するとい

うフィールドをどのように支援していくかというようなところで予算づけをして、教育の

ほうで推進してまいりました。ただ、あらゆる面のお話のご指摘も今現場としてはありま

す。芸術、文化を観光ですとかそういう部分に見る部分ですとか、あらゆる分野だとかで活

用していくだとかという方法もあります。ですので、まずは基本的には町民が芸術、文化に

触れる機会の充実をということはその時代、時代に合った考え方で、次回作成する社会教育

の中期計画でも盛り込んでいきたいなとは考えておりますし、もう一方では地元では、ある

程度プロといいますか、それでなりわいとしている芸術家がたくさんいらっしゃいます。そ

の団体との連携が少なからず今各施設の利用増にもつながっておりますので、そこの部分

も継続して、どのようなかかわりで我々が事業として支援できるのかは、すぐやりますとい

うことはお答えできないのですけれども、そこは十分考えながら今後進めていきたいなと

考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 国が大きく方向転換したのだなと思いながら最近の国の動向を見さ

せていただいていました。正直言って私は最初に質問をつくるときに、別に文化について質

問しようかなんて思っていなかったのです。観光について何カ月か前からたまにホームペ

ージを見たりすると、文化のことについて国のほうの施策が随分ずらっと並んでいるのを

見まして、こう変わってきたのだな、時代は変わったのだなと私は受けとめました。また、

29年12月に内閣官房と文化省が行った文化経済戦略というのがまたできたのです。これで

は、人生100年時代と言われる長寿社会において全ての人に開かれた教育機会の確保やリカ

レント教育の実施など人づくり革命が国家的な課題とされる中、文化、芸術資源を活用した

新たな教育プログラムやサービスなどを提供することにより、人々が活力を持って時代を

生き抜いていくことのできる経済社会システムを実現することが重要であると書いている

のです。つまり100年時代に年金をもらってしまって何もすることがないという時代を過ご

してはいけないと。そのためには、日本国民が心豊かに生きていくためにはこういうような

ところに力を入れていかなければいけないのだと。国家戦略として文化という経済戦略と

いうものを導き出してきているというのを読みまして、ああ、そうなのだなと思いまして、



それでは私たち白老町民としてもそういうような考え方を持たなければ、本当に人生100年

時代に向かってどうやって生きていったらいいのだというような、そういう時代ではなく

なってきているのだなというのがよくわかります。 

 その中で、白老町の第５次総合計画がもう今年度で終わりますから、来年度から第６次総

合計画に入りますけれども、そこの中で町民の言葉に耳を傾け、歴史や文化を掘り起こし、

町民みずからがそれを楽しむことを大切にしていく施策が必要ではないかと思います。先

ほど課長の答弁にもありましたけれども、町民みずからが楽しくて楽しくて仕方がないか

らやらなければというものをまちとしても施策の土台としてつくっていかなければいけな

いのではないかなと思っています。これについて町民が培ってきた文化、芸術活動について

の質問を終わりたいと思いますので、答弁をお願いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 先ほど来芸術、文化にかかわってさまざまなご指摘をいただきま

した。芸術、文化の持つその一つの特性として、感動であったり、喜びであったり、そうい

ったものが人の生活を豊かにしていく。そして、さらにはそのことが社会全体に大きな活性

化をもたらす。そういうような位置づけにあるものではないかなと考えております。そして

また、人生100年時代を迎えながら、まさに学び続けること、一人一人の町民がさまざまな

課題を持って、そこに学んで達成感や自己実現を図っていくことはまさに人生100年時代に

求められている一つの大きな生き方だろうと思います。さらには、先ほどお話があったよう

に、文化、芸術ということを一つの切り口としながら、地域全体の経済を活性化していく、

そういう捉え方もこれからの芸術、文化においては必要な捉え方だなと学ばせていただき

ました。いろんなお話の中で、今ここで具体的な捉えについてまだお話しすることはできま

せんけれども、先ほど課長のほうからもお話がございましたように、これから教育委員会と

しても社会教育の中期計画をまたつくってまいりますので、そういった要素も十分踏まえ

ながらこれからの計画立案を進めてまいりたいと思っております。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇議長（松田謙吾君） 先ほどの答弁漏れの件について。 

 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 先ほどは大変申しわけございませんでした。地域づくり総合交

付金についてでございます。本町の本年度の予算額につきましては、6,840万円ということ

になってございます。中身につきましては、一般ハード市町村分、それから一般ソフト市町

村分、地域政策コラボということで北海道と共同でやっている部分、それから福祉介護ソフ

トということで６事業ということになってございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 



〇５番（西田祐子君） ウポポイ開設について質問させていただきます。 

 我が国の文化ＧＤＰは2015年、平成27年度で約８兆8,000億円と言われています。日本の

総ＧＤＰ対比で1.8％と言われております。これは、欧米に比べて低水準であると。政府が

目指すＧＤＰ600兆円の達成に貢献するために、経済波及効果を生み出すためにも2025年に

は18兆円、総ＧＤＰ比で３％に拡大することを目標としております。文化ＧＤＰを最も多く

算出している国はアメリカで、約73超1,900億円であります。これは、アメリカのＧＤＰの

4.3％。イギリスが11兆6,456億円、ＧＤＰ比５％。フランスが10兆4,126億円、これは約４％

と言われております。日本は４番目で８兆7,784億円なのですけれども、これは1.8％。ほか

の国々は大体４％前後なのですけれども、日本だけは非常に少ない。そこで、最低でも３％

まで達成したいというのが日本の国の目標であります。そういう中で、文化、芸術資源を活

用して経済活性化、つまり文化ＧＤＰの拡大のためには多くの観光客が通り過ぎていく白

老町の現状でいいのかどうなのか、もう一度白老町の魅力を自分たちで見詰め直していく

必要があるのではないかと思っておりますけれども、具体的にどのような戦略をお持ちか

お伺いいたします。 

〇議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（池田 誠君） 文化、芸術の観点から、ウポポイが2020年に完成した後に

我々の文化、芸術活動をある程度魅力のあるものに提供できないと結局は芸術、文化に触れ

る機会がないのかなという部分でも押さえております。現状我々の芸術、文化の活動の中で

いくと、旧アイヌ民族博物館がもう解体されていますので、白老アイヌ協会と、あとそれに

関係する刺しゅう、語学ですとか、そういう部分が今伝承活動ということで動いております

が、もう一つについては、我々の施設でありますと陣屋資料館でいろいろな事業を展開して

ございまして、先日の別な議員の答弁でもお答えしておりますが、入館者の数がどんどん、

どんどんふえていっている状態であります。その状態を踏まえながら、我々の持っている施

設を文化施設、陣屋資料館を中心として引き続き事業展開を継続していきたいと考えてお

ります。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 先ほど町内で行われている活動団体ということでアイヌ文様の刺し

ゅう関係団体が４団体、舞踊が１団体、アイヌ語教室関係で１団体ということになっていま

すけれども、地元芸術家による活動が１団体。果たしてここに書かれている団体が文化財で

稼ぐ力の土台となるためのものなのかどうなのか、本当にこれ稼げるのかということが一

番の基本だと思うのです。ウポポイ開設で一番大事なことは地域の経済振興ですから、これ

らの文化活動団体とか、文化というものがそれで稼げるような基本にならなければ意味が

ないと思うのです。その辺の仕掛けづくりというのは、申しわけないのだけれども、生涯学

習課というか、教育委員会だけでやるものではなくて、むしろ白老町全体でもって本格的に



取り組んでいかなければいけない。対応していかないとやっていかれないのではないかな

と私は思っているのですけれども、その辺はどうなのでしょう、白老町としては。今のまま

で教育委員会が担当して、稼げる力のそういうものだけでやっていけるとお考えでしょう

か。 

 私は、経済振興課だとか、いろんなところが連携して、本当に誰かが旗振り役になって先

頭に立って文化、芸術というものを磨いていかないと魅力的な地域としてお客さんが来な

いのではないか。私たちは今一生懸命出そうとしているものなのですけれども、実際にもし

自分が行くとしたらどうなのだろうと考えたとき、今の白老町の現状で果たしてかなうの

かなと思ったら、非常に厳しいなと思うのですけれども、その辺のお考えを伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 白老町全体の稼ぐということでの答弁はできませんけれども、ま

ず１答目でお答えいたしましたこの４団体は全てが皆さん営利を目的にしている団体では

なくて、アイヌ語教室なんかはあくまでも伝承というところに力点を置いた活動でありま

すので、この団体がもうける、もうけないということとは直接的にはつながらないかなと思

います。 

 それから、もう一点、教育委員会として先ほど課長のほうからも答弁いたしましたけれど

も、私どもにとって私どもが何ができるかという視点でお答えしますと、先ほどの答弁と重

複いたしますけれども、陣屋資料館を活用して、いわゆるウポポイとの関連施設の中でどう

いうふうにたくさんのお客さんに来ていただくか、それはただ単に資料館への入場者をふ

やすということではなくて、そのことをきっかけにしてさらに町内全体を周遊していただ

くような企画、そういったものも当然必要だろうと思います。いずれにしても、もちろんお

話のとおり教育委員会だけで十分だとは思いませんけれども、教育委員会のセクションと

しては稼ぐ力というのを意識した、そういうような取り組みを今後進めていきたいと考え

ております。 

〇議長（松田謙吾君） 三宮アイヌ総合政策課長。 

〇アイヌ総合政策課長（三宮賢豊君） 私のほうからはアイヌ文化の部分をお答えします。 

 先ほど答弁がありましたアイヌ文様の刺しゅう団体、舞踊団体の方々は基本的にアイヌ

協会に入っている方が多くおりまして、アイヌ協会についてはこのたびのアイヌ政策推進

交付金を使って何とかアイヌ協会のほうは稼ぐ力をつけて自立しようということを強く考

えておりますので、その交付金を使って今までの伝統の保存、伝承保存だけでなくて、新た

な商品、お土産物であるとか、そういうのを開発して、何とかみずから自立できるようにや

っていこうということで今努力しているところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） 藤澤経済振興課長。 

〇経済振興課長（藤澤文一君） ウポポイの開設に関してというご質問の中で、いかにアイ

ヌ文化を稼ぐ力につなげていくかという観点から私のほうからも答弁させていただきま



す。 

 現在私どものセクションでは、アイヌの手工芸の担い手の育成講座というものも実施し

たり、あるいはガイド人材の育成という事業を行っております。これはどういったことにつ

なげる想定でいるかと申しますと、担い手を育成する中で、白老町に来たときにウポポイに

来られたお客様に刺しゅう体験をしていただくですとか、あるいはそういった担い手の方

がアイヌ刺しゅうお土産を制作したりですとか、そういった人材をふやしていこうという

狙いを持って今行っている事業もございますし、ガイド人材のほうも一定限アイヌ文化に

対して正しい知識と理解を習得していただいた中で、観光客に楽しんでいただきますけれ

ども、正しい知識を伝承していくということも狙いにした事業にも取り組んでいるという

ところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

          〔５番 西田祐子君登壇〕 

〇５番（西田祐子君） 私は、アイヌ文化ばかりではないと思っています。白老町の魅力あ

る文化、それとか芸術、社台から虎杖浜まであるわけですから、いろいろな文化とか芸術が

花開かなければ、白老にせっかく来られたお客さんというのは見るところもない、体験する

ものもない。本当にアイヌ民族博物館だけ見て帰ってしまうという通過型になってしまう

のではないかと私は危惧するものですから、もっとこの文化、芸術に力を入れるべきではな

いかと、そのように申し上げているだけでございます。私は、国と地方団体、それから文化、

芸術団体、ＮＰＯ法人、民間事業団体が相互に連携し、協働し、そういう仕組みづくりが必

要だと思いますけれども、庁内の横断的な仕組みもそうだけれども、それ以外にももっとい

ろんな人たちの考え方を取り入れた文化とか芸術のあり方というものを基本から、根本か

ら考え直してみる必要もあるのではないかなと思うのです。アイヌ文化に関しては、今一生

懸命、三宮課長がおっしゃったように取り組んで、少しずつ花が開きかかっております。で

も、それ以外のところも潜在的なものはきちんと花を開かせていかなければならないので

はないかなと思っております。 

 そこで、政府は明日の日本を支える観光ビジョン構想会議というものを行いまして、本年

１月７日から、観光先進国実現に向けた観光基盤の充実強化を図るための財源を確保する

ため国際観光旅行税が創設されました。これは、出国するたびに１回1,000円というものな

のですけれども、そこの中で白老町としても観光資源の魅力も含め、地方創生の基礎となる

ための文化、芸術資源を生かした改革に対して充当すると国では言っているわけなのです。

これに対して白老町もそのお金を確保してやっていくべきだと思うのです。また、それをや

ってかないと、とてもではないけれども、白老町のまち全体をきれいにして観光客の方々を

おもてなしする、文化、芸術を楽しんでもらえるまちづくりにはならないと思うのですけれ

ども、私の最後の質問とさせていただきます。これについて白老町はどのようにお考えなの

か。また、町長の目指す多文化共生の実現、多様な価値感が共生するまちの将来の姿はどの



ようなものなのかお伺いします。 

〇議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

〇副町長（古俣博之君） 今非常に壮大な内容といいますか。町としてしっかりとしたもの

を持ちながら進んでいかなければならないことだと思いますけれども、まずは文化ないし

は芸術、特に文化をどういうふうにして捉えていくかというところはさまざまな捉え方が

まずあるのだろうなと思っております。今本町が１つ目指すのは、人と人とがどういうかか

わりを持ちながら日々の暮らしの中で豊かな気持ちで過ごしていくかという、そういう中

での多文化共生を基本理念とした今回町長３期目で出しております共生共創のまちづく

り、幸せづくりだということで今進めていくことにしておりますけれども、その中で議員か

らるる提案も含め、それからご指摘もいただいたことの中で、アイヌ文化のみに特化したも

のが白老町の文化だけではなくて、潜在的に本町が持っている陣屋資料館から今あります

けれども、白老町の一つの開基ということで、仙台藩が入ってきた、そこからつながってき

ているさまざまな文化というものがあろうかと思っています。また、一人一人の生活の中で

育ちの中で培ってきたその家庭、家庭の中における一つの文化というのもまたあるのだろ

うなと思っています。 

 それらをどのようにして総括的に融合させながら本町の文化というものを今後つくり出

していくかというところは大きな大きなテーマでございますけれども、何よりも大事にし

なくてはならないのは、やはり人が人として豊かに生きていくための日々の営みの中にあ

る文化といいますか、活動といいますか、そういうことは大事にしていかなければならない

と思っております。学校教育の中からもそうでありますように、それから社会教育の中から

もそういうふうに育てていかなければならないところもあるだろうし、そしてさまざまな

かかわりの人間同士がかかわりながら育てていかなければならないと思っております。そ

の核となるのが、改めて申し上げますけれども、多文化共生の理念の中に１つしっかりと根

づかせていかなければならないと考えております。 

〇議長（松田謙吾君） 以上をもって５番、西田祐子議員の一般質問を終わります。 

 


